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自　令和 7 年 4 月 1 日
至　令和 8 年 3 月 31 日
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ご あ い さ つ

　皆様には、平素より萩山口信用金庫に格別のご高配を賜

り、厚くお礼申し上げます。

　この度、2026 年６月 26 日開催の通常総代会並びに理事

会におきまして、理事長に選任され就任いたしました。

　今後も地域金融機関としての使命を全うすべく、全力を

尽くしてまいる所存でございますので、よろしくお願い申

し上げます。

　さて、2025 年度の我が国経済については、海外経済が通

商政策や中東情勢の影響で不確実性を伴いながらも緩やか

に成長する中、国内も総じて緩やかな回復を維持しました。

　こうした中、当金庫は、中期経営計画『萩山口しんきん

「未来を拓く変革への挑戦」３か年計画 ～信用金庫の真価

の発揮と地域の持続的発展を目指して～ 』の４つの基本

方針「お客さまとのリレーションシップによる地域の課題

解決」、「お客さまのみならず職員も幸せに」、「組織の革新」、

「持続可能な地域社会創りへの貢献」に沿って、３か年計

画の中間年度としてお客様や地域の成長・発展等に資する

諸施策に取組んでまいりました。

　その結果、業容面においては、預金の期末残高が 2,008

億 86 百万円となり、貸出金の期末残高は 1,001 億 75 百万

円となりました。
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　収益面においては、経常利益を２億 46 百万円、当期純

利益を１億 69 百万円計上することができました。また、

金融機関の健全性を示す自己資本比率は 14.93％で国内基

準の４％を上回っております。

　先行きについては、通商政策や海外経済に加え、イラン

情勢を含む地政学リスクの高まりにより不確実性が極めて

高く、原油価格の動向次第ではインフレ圧力の再燃や実質

所得の下押しが懸念されます。

　2026 年度は、中期経営計画『萩山口しんきん「未来を

拓く変革への挑戦」３か年計画』 の最終年度として、初年

度、中間度に引き続き実効性のある取組みを実施してまい

ります。

　今後も、萩山口信用金庫は、「豊かで活力のある地域社

会づくりに貢献します」を経営の基本方針として、役職員

一丸となって、何よりも地域の皆様のお役に立つ営業活動

に徹するとともに、これからも地域活性化のための取組を

積極的に行う所存でございますので、より一層のご愛顧と

ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

� 2026 年７月

� 理事長　野村　尚彦
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１．事業方針

　2025 年度は、中期経営計画『萩山口しんきん「未来を拓く変革へ
の挑戦」３か年計画』～信用金庫の真価の発揮と地域の持続的発展を
目指して～ 』の中間年度として、４つの基本方針「お客さまとのリ
レーションシップによる地域の課題解決」、「お客さまのみならず職員
も幸せに」、「組織の革新」、「持続可能な地域社会創りへの貢献」に沿っ
て、①金利上昇局面への対応とあらゆる収益力の改善、②「Face to 
Face」によるお客さまとのリレーションシップ推進、③持続的な人
的基盤の確立、④経営力変革に向けた施策の展開、⑤経営管理上の各
種リスクへの対応、⑥急速に進展する DX への取組み、⑦ SDGs への
取組みによる地域社会への貢献の７つの項目を重点課題として位置づ
け、取組んでまいりました。

２．金融経済環境

　2025 年度の我が国経済は、海外経済が通商政策や中東情勢の影響
で不確実性を伴いながらも緩やかに成長する中、国内も総じて緩やか
な回復を維持しました。特に中東情勢の緊張は原油価格の上昇圧力を
通じてコスト増加要因となっています。物価面ではコスト増加と賃上
げの進展が併存し、企業収益は圧迫要因を抱えつつも持ち直してお
り、人手不足や価格転嫁の難しさなど構造的課題も顕在化しつつあり
ます。
　先行きについては、通商政策や海外経済に加え、イラン情勢を含む
地政学リスクの高まりにより不確実性が極めて高く、原油価格の動向
次第ではインフレ圧力の再燃や実質所得の下押しが懸念されます。一
方、企業・家計のバランスシートは総じて健全であり、深刻な景気後
退ではなく緩やかな減速が基本シナリオとされています。また、各国
の金融・財政政策が緩和方向へ転じる場合には、想定以上の景気押上
げやインフレ圧力が生じる可能性も指摘されており、物価と賃金の持
続性を見極める局面が続くと見込まれます。

３．業績

〈業容面〉
　預金は、末残 2,008 億 86 百万円（前期比 20 億 60 百万円の減少）
となりました。内訳として、流動性預金は法人の運転資金（資金決済等）
の影響により、6 億 82 百万円減少、個人は物価高騰による生活コス
トの増加や、利回りの高い金融商品へのシフトを受けて 7 億 28 百万
円減少し、1,173 億 55 百万円となりました。定期性預金は法人で 5 億
48 百万円減少、個人で 1 億 3 百万円の減少となり、835 億 30 百万円
となりました。一方、貸出金は、資材高騰による住宅着工件数の伸び

事業の概況
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悩みを背景に住宅ローンが減少し、設備資金の需要も減少したものの、
地公体向け貸出、金融機関向け貸出の資金需要を受け、末残 1,001 億
75 百万円（前期比 2 億 25 百万円の増加）となりました。
　なお、貸出金以外の運用としては、預け金（無利息を除く）が末残
299 億円（前期比 24 億 41 百万円の増加）、有価証券が末残 751 億 82
百万円（前期比 86 億 7 百万円の減少）となりました。

〈収益面〉
　資金運用収益は増加したものの、資金調達費用の増加を受け、当期
純利益は 1 億 69 百万円（前期比 52 百万円の減少）となりました。

４．事業の展望及び対処すべき課題

　2026 年度は、中期経営計画『萩山口しんきん「未来を拓く変革
への挑戦」３か年計画』 の最終年度として、４つの基本方針に沿っ
て、①金利上昇局面への対応とあらゆる収益力の改善、②「Face to 
Face」によるお客さまとのリレーションシップ強化、③持続的な人
的基盤の確立、④経営力変革に向けた施策の展開、⑤経営管理上の各
種リスクへの対応、⑥ DX 推進への更なる取組み、⑦ SDGs への取組
みによる持続可能な地域社会創りへの貢献の７つの項目を重点課題と
して掲げ、実効性のある取組みを実施し、３か年計画を締めくくりた
いと思います。

５．内部管理基本方針の制定

　当金庫は、信用金庫法第 36 条第 5 項第 5 号及び同法施行規則第 23
条の規定に基づき、継続的に内部統制システムの整備を進め、その実
効性を確保するために「内部管理基本方針」を平成 23 年 7 月 29 日に
制定し、改正信用金庫法施行規則第 23 条により平成 27 年 9 月 29 日に 
一部改正いたしました。
　その概要は次の通りです。
　　１．�当金庫の理事及び職員の職務の執行が法令及び定款に適合す

ることを確保するための体制
　　　　・組織改正に伴い、担当部部署を変更した。
　　２．�当金庫の理事の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関す

る体制
　　　　・監事の文書閲覧に関する事項は、後記 7 に移記した。
　　３．当金庫の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
　　４．�当金庫の理事の職務の執行が効率的に行われることを確保す

るための体制
　　５．�当金庫の監事がその職務を補助すべき職員を置くことを求め

た場合における当該職員に関する事項
　　６．�当金庫の監事の職務を補助すべき職員の当金庫の理事からの独

立性及び当該職員に対する指示の実効性の確保に関する事項
　　　　・�監事の求めに応じ、監事と事前協議のうえ、その職務を補

助すべき職員を配置することとした。
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　　７．当金庫の理事及び職員が当金庫の監事に報告するための体制
　　　　・監事からの要請に係る役職員の報告を義務付けた。
　　　　・�監事による資料閲覧に係る担当部署に対する説明事項を追

加した。
　　８．�当金庫の監事への報告をした者が当該報告をしたことを理由

として不利な取り扱いを受けないことを確保するための体制
　　９．�当金庫の監事の職務の執行について生ずる費用の前払い又は

償還の手続その他の当該職務の執行について生ずる費用又は
債務の処理に係る方針に関する事項

　　10．�その他当金庫の監事の監査が実効的に行われることを確保す
るための体制

　　�　以上は、平成 23 年 7 月 23 日開催の理事会の第 2 号議案で決議
し、また、一部改正については、平成 27 年 9 月 29 日開催の理事
会の第 2 号議案で決議いたしました。

　　�　上記 1 から 10 の内部管理基本方針の運用状況の概要は次の通
りです。

　　１．�当金庫の理事及び職員の職務の執行が法令及び定款に適合す
ることを確保するための体制

　　　　①コンプライアンス委員会の開催状況
　　　　　開催回数 6 回（定期 4 回）
　　　　　主な決議事項
　　　　　・コンプライアンス・プログラム（案）の審議
　　　　　・コンプライアンス状況チェックリストの改正
　　　　　・不祥事再発防止策の改正
　　　　　・貸金庫の取扱いについて
　　　　　・�渉外支援システム（エリアパワー）を使用した融資物件授

受と融資物件管理表の取扱いの変更（電子化）について
　　　　　主な活動状況
　　　　　・反社会的勢力に対する対応事項の検討・報告
　　　　　・コンプライアンス・プログラム取組状況の分析・報告
　　　　　・不祥事再発防止策の定着状況の検証
　　　　　・コンプライアンスチェックリストの結果分析・報告
　　　　　・AI リテラシー教育の検討
　　　　　・利益相反管理のセルフチェック実施結果について
　　　　　・消費者ローン関連事務ミスについて
　　　　②研修等の実施状況
　　　　　研修の対象者、研修の主なテーマ
　　　　　・マネロン等対策
　　　　　・マネロン・テロ資金供与対策研修
　　　　　　　　　　　　　　2025 年 6 月 19 日
　　　　　　　　　　　　　　2025 年 7 月 14 日、15 日
　　　　　　　　　　　　　　2025 年 9 月 2 日、3 日
　　　　　　　　　　　　　　2025 年 12 月 3 日
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　　　　対象者：内勤役席者　内勤担当者
　　　・与信取引に関する顧客説明研修　　2026 年 3 月 10 日
　　　　対象者：渉外担当者
　　　・各部署単位研修（営業店・本部）毎月 1 回実施
　　　　対象者：全職員（パート含む）
　　　　テーマ：�コンプライアンス、顧客保護、金融取引ルール

等を題材
　　　・研修後における主な対応
　　　　部署ごとに研修報告書を提出、確認テストの実施
　　　・�コンプライアンス状況チェックリストによる自主チェッ

ク実施　10 月
　　③内部通報制度の利用状況
　　　庫内への周知方法
　　　・コンプライアンス担当者会議及び臨店指導時に周知
　　　・コンプライアンス研修による周知
　　　内部通報の件数
　　　・０件
　　　内部通報の内容の理事への報告状況
　　　・該当なし
　　　内部通報に対して当金庫が行った措置
　　　・該当なし
　　④内部監査部門の活動状況
　　　往査した部門・回数
　　　・�内部監査計画に則り、営業店 21 店舗、本部各部に対し

年 1 回実施
　　　監査方法
　　　・重要性やリスクが高い業務プロセスを中心に監査
　　　監査結果の報告状況
　　　・�監査結果を実施監査結果報告書として取りまとめ、年 2

回常務会へ報告
　　　指摘・提言した事項
　　　・�監査結果不備不適事項に対する整理改善報告書を求め、

各部店に整理改善を指導
　　　・不芳店舗に対する特定監査（営業店１店舗）の実施
　　　指摘・提言に対して各部署が講じた措置
　　　・�監査指摘事項等の措置・実行状況については、フォロー

アップ監査で改善したことを確認
２．�当金庫の理事の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関す

る体制
　　①保存及び管理に関する状況
　　　�職務の執行に関する情報・文書や重要な会議録の保存・管

理状況
　　　・文書管理規程等に則り、適切に管理
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　　　上記情報等へのアクセス状況
　　　・�文書管理規程等に則り、常時速やかに閲覧できる体制を

確保
３．当金庫の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
　　①リスク管理委員会の開催状況
　　　開催回数　15 回（定例 12 回　臨時 3 回）
　　　主な決議事項､ 活動状況
　　　・�リスク管理委員会規程第 4 条で定める協議・報告事項に

則り、決議・報告を実施
　　②リスク管理部門の活動状況
　　　・�リスクカテゴリーに応じたリスクの把握・分析を実施、

その結果をリスク管理委員会に報告、必要に応じて、常
務会、理事会に報告

　　③ BCP への対応状況
　　　「業務継続基本計画」等の策定・改定状況
　　　・�平成 24 年 9 月に制定し、必要に応じて随時見直しを実

施（直近改正日は、令和 8 年 3 月 30 日　組織変更・緊
急時連絡先等内容の定期メンテナンス）

　　　庫内への周知方法
　　　・庫内イントラに掲載し、周知
　　　BCP 訓練の実施及びその回数
　　　・令和 7 年 9 月 1 日に訓練を実施
４．�当金庫の理事の職務の執行が効率的に行われることを確保す

るための体制
　　①理事会等の開催状況
　　　　理事会の開催回数
　　　・理事会を 10 回開催
　　　経営会議（常務会等）の開催回数
　　　・常務会を 20 回開催
　　　理事会や経営会議に関する規程の制定・改定状況
　　　・�理事会、常務会とも規程制定済みであり、必要に応じて

随時見直しを実施（直近改正日は、理事会：令和 5 年
10 月 20 日、常務会：令和 5 年 10 月 20 日）

　　　効率的な会議運営のための施策
　　　・常務会の出席者に対する資料の事前提供を実施
　　②効率性確保のための諸施策の実施状況
　　　事業計画の策定・進捗状況の管理方法
　　　・事業計画の策定は、常務会・理事会に付議
　　　・進捗状況は、理事会等で報告
　　　組織規程・職務分掌規程等の制定・改定状況
　　　・�令和８年１月 19 日付、令和８年２月 24 日付、令和８年

３月 23 日付で店舗統廃合による組織・機構図（組織規
程別紙）改定を実施
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　　　執行役員制度の導入状況
　　　・�平成 26 年 10 月 1 日制定、理事会により選任され金庫の

業務執行を行う責任者であり職員の最高位としての位置
づけであるが、現在、該当者なし

　　　電子化の取組強化
　　　・Web 完結商品の取組強化
　　　・融資稟議支援システムの導入
５．�当金庫の監事がその職務を補助すべき職員を置くことを求め

た場合における当該職員に関する事項
　　①補助職員の配置状況等
　　　・�理事又は理事会に対し必要に応じて補助職員を置くこと

を要請できる規程を定めているが、今期、補助職員の配
置はない

６．�当金庫の監事の職務を補助すべき職員の当金庫の理事からの独
立性及び当該職員に対する指示の実効性の確保に関する事項

　　①人事権等の状況
　　　・�補助職員の人事異動、考課等及び懲戒処分の決定につい

ては、予め監事の同意を得る規程を定めているが、今期、
補助職員の配置はなく同意事例もない

７．当金庫の理事及び職員が当金庫の監事に報告するための体制
　　①信用金庫グループの監事・監査役連絡会の開催状況
　　　・当金庫には子会社等はなく、該当なし
　　②監事への報告に関する諸施策の実施状況
　　　監事に報告すべき事項の整備状況
　　　・�当金庫の役職員が直ちに又は定期的に監事に報告するべ

き事項について規程を定めている
　　　重要な会議への出席、重要な資料閲覧等の状況
　　　・�当金庫の理事会等の重要な会議への出席、重要な資料の

閲覧、担当部門からの聴取により、監事は当金庫の情報
を入手している

　　　内部通報制度の利用状況
　　　・�内部通報ホットラインにより、当金庫役員に関係する又

は関係すると疑われる通報対象行為を受け付けた場合
は、監事との間で、その後の方針について協議を行うと
定めているが、今期、協議実績はない

　　　内部監査部門からの報告
　　　・�内部監査部門は、内部監査計画、監査結果等について、

監事へ適時に報告している
８．�当金庫の監事への報告をした者が当該報告をしたことを理由

として不利な取り扱いを受けないことを確保するための体制
　　①方針・規程等の整備状況
　　　・�監事への報告をしたことを理由として不利な取り扱いを

行うことを禁止する規程を定め、役職員に周知している
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◦第108期通常総代会決議のご報告◦

　令和８年６月26日に開催いたしました第108期通常総代会におきま
して、下記の議案を付議し、原案通り承認可決されました。

記

報告事項　１．第108期（令和７年４月１日から令和８年３月31日）
　　　　　　　業務報告、貸借対照表及び損益計算書
　　　　　２．第108期（令和７年４月１日から令和８年３月31日）
　　　　　　　決算に係る監事監査結果
決議事項
第１号議案　剰余金処分案承認の件
第２号議案　定款第 15 条に基づく会員除名の件
第３号議案　理事８名選任の件
第４号議案　監事３名選任の件
第５号議案　会計監査人選任の件
第６号議案　役員退任慰労金贈呈の件

 以上

庶務の概要

９． 当金庫の監事の職務の執行について生ずる費用の前払い又は
償還の手続その他の当該職務の執行について生ずる費用又は
債務の処理に関する方針に係る事項

　　①方針・規程等の整備状況
　　　・ 法令や監事監査基準に基づき監事の職務に伴う必要な費

用は、当金庫の内部管理基本方針のとおり、前払い又は
償還の処理が速やかに行われている

　　②予算計上の状況
　　　・ 監事の職務上必要とされる費用についての予算計上は

行っていない
10． その他当金庫の監事の監査が実効的に行われることを確保す

るための体制
　　①監事監査の実効性を確保するための諸施策
　　　・ 会計監査人及び内部監査部門との情報共有・意見交換を

十分に行い、連携を図っている
　　　・今期、監事による外部専門家の活用実績はない
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2025年
　４月４日　湯田温泉クリーン作戦参加（湯田支店）
　４月13日　大内まつり参加（大内支店）
　４月26日、27日　よしき軽井沢通りマルシェ参加（吉敷支店）
　５月11日　平川地区親子ふれあいクリーン作戦参加（平川支店）
　５月19日　浜崎伝建おたから博物館参加（萩支店 浜崎支店）
　５月31日　一の坂川ほたる祭り参加（竪小路支店）
　６月７日　宮野ホタルまつり参加（宮野支店）
　６月８日　向津具ダブルマラソンボランティア参加（長門支店）
　６月10日　「信用金庫の日」PR活動献血活動実施（本店 萩支店）
　６月13日　「信用金庫の日」PR活動全店店周一斉清掃実施
　６月27日　第107期通常総代会開催
　７月20日　山口祇園祭御神幸参加（山口地区）
　７月24日　山口祇園祭「市民総踊り」参加（山口地区）
　７月27日　中市商店街夏の夜市参加（本店）
　７月26日、27日　日本海イカダ大会参加（萩支店 奈古支店）
　８月２日　おおとし夏まつり参加（湯田支店）
　８月６日　湯田温泉七夕ちょうちん祭り参加（湯田支店）
　８月８日　山口市ふるさとまつり「音楽と花火の夕べ」参加（宮野支店）
　８月13日　よしき夏まつり参加（吉敷支店）
　８月17日　日本列島クリーン大作戦参加（萩支店）
　９月13日、14日　西日本やきとり祭り参加（長門支店）
　９月21日　平川商工振興会親睦鮎のつかみどり大会参加（平川支店）
　９月28日　よしき軽井沢通りクリーンアップ大作戦参加（吉敷支店）
　10月５日　親子ふれあいクリーン作戦参加（平川支店）
　10月12日　湯田温泉酒まつり参加（湯田支店）
　10月18日　愛情防府フリーマーケット参加（防府支店）
　10月19日　宮野まつり参加（宮野支店）
　11月２日　大歳まつり参加（湯田支店）
　11月７日　萩・長門地区総代懇親会開催（萩・長門地区）
　11月９日　金谷天神祭（御神幣巡行）参加（萩地区）
　11月９日　大殿ふるさとまつり参加（竪小路支店）
　11月９日　吉敷ふるさとまつり参加（吉敷支店）
　11月16日　平川まつり参加（平川支店）
　11月23日　中市商店街えびす祭り参加（本店）
　11月23日　おおうち産業フェア参加（大内支店）
　11月26日　山口・防府地区総代懇親会開催（山口・防府地区）
　12月14日　維新の里萩城下町マラソン協賛
2026年
　１月10日　萩市子ども会たこあげ大会参加（萩支店）
　１月18日　萩市駅伝競走大会参加（萩地区）
　１月19日　新川支店が萩支店内へ移転、営業開始
　２月24日　御堀支店が大内支店内へ移転、営業開始
　３月16日　山口市開業チャレンジ応援補助金交付式開催
　３月23日　浜崎支店が萩支店・新川支店内へ移転、営業開始

◦１年間のトピックス◦
（2025 年４月～ 2026 年３月）
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貸 借 対 照 表
� 第108期　令和８年３月31日現在

科　　　　　　　　目 金　　　　　額
（資　産　の　部） 百万円

現 金 3,890
預 け 金 29,900
有 価 証 券 75,182
　国 債 6,418
　地 方 債 11,267
　社 債 34,528
　株 式 339
　そ の 他 の 証 券 22,628
貸 出 金 100,175
　割 引 手 形 18
　手 形 貸 付 5,423
　証 書 貸 付 91,729
　当 座 貸 越 3,004
そ の 他 資 産 1,706
　未 決 済 為 替 貸 30
　信 金 中 金 出 資 金 1,296
　前 払 費 用 18
　未 収 収 益 329
　そ の 他 の 資 産 31
有 形 固 定 資 産 2,467
　建 物 1,001
　土 地 1,324
　リ ー ス 資 産 43
　そ の 他 の 有 形 固 定 資 産 97
無 形 固 定 資 産 27
　ソ フ ト ウ ェ ア 3
　リ ー ス 資 産 0
　そ の 他 の 無 形 固 定 資 産 23
債 務 保 証 見 返 415
貸 倒 引 当 金 △ 2,384
　（ う ち 個 別 貸 倒 引 当 金 ） （△ 1,807）
資 産 の 部 合 計 211,382
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科　　　　　　　　目 金　　　　　額
（負　債　の　部） 百万円

預 金 積 金 200,886
　当 座 預 金 1,790
　普 通 預 金 113,300
　貯 蓄 預 金 649
　通 知 預 金 278
　定 期 預 金 80,933
　定 期 積 金 2,597
　そ の 他 の 預 金 1,336
借 用 金 1,436
　借 入 金 1,436
そ の 他 負 債 552
　未 決 済 為 替 借 39
　未 払 費 用 189
　給 付 補 塡 備 金 3
　未 払 法 人 税 等 1
　前 受 収 益 64
　払 戻 未 済 金 5
　払 戻 未 済 持 分 1
　職 員 預 り 金 94
　リ ー ス 債 務 48
　資 産 除 去 債 務 19
　そ の 他 の 負 債 85
賞 与 引 当 金 67
退 職 給 付 引 当 金 849
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 94
そ の 他 の 引 当 金 35
再 評 価 に 係 る 繰 延 税 金 負 債 157
債 務 保 証 415
負 債 の 部 合 計 204,493

（純　資　産　の　部） 　　　
出 資 金 315
　普 通 出 資 金 315
利 益 剰 余 金 12,329
　利 益 準 備 金 393
　そ の 他 利 益 剰 余 金 11,935
　　特 別 積 立 金 11,665
　　（ う ち 目 的 積 立 金 ） （95）
　　当 期 未 処 分 剰 余 金 270
処 分 未 済 持 分 △ 3
会 員 勘 定 合 計 12,641
そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 △ 6,148
土 地 再 評 価 差 額 金 396
評 価・ 換 算 差 額 等 合 計 △ 5,752
純 資 産 の 部 合 計 6,889
負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計 211,382
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損 益 計 算 書
� 令和７年４月１日から　
� 令和８年３月31日まで　

科　　　　　　目 金　　　額（千円）
経 常 収 益 4,010,060
　資 金 運 用 収 益 2,847,908
　　貸 出 金 利 息 1,862,089
　　預 け 金 利 息 191,928
　　有価証券利息配当金 764,607
　　そ の 他 の 受 入 利 息 29,283
　役 務 取 引 等 収 益 250,726
　　受 入 為 替 手 数 料 89,114
　　そ の 他 の 役 務 収 益 161,612
　そ の 他 業 務 収 益 236,492

国 債 等 債 権 売 却 益 199,414
国 債 等 債 権 償 還 益 16,292

　　そ の 他 の 業 務 収 益 20,786
　そ の 他 経 常 収 益 674,932

貸 倒 引 当 金 戻 入 益 57,632
償 却 債 権 取 立 益 4,214
株 式 等 売 却 益 606,916
そ の 他 の 経 常 収 益 6,168

経 常 費 用 3,763,134
　資 金 調 達 費 用 432,882
　　預 金 利 息 424,303
　　給付補塡備金繰入額 2,785
　　借 用 金 利 息 5,270
　　そ の 他 の 支 払 利 息 522
　役 務 取 引 等 費 用 286,232
　　支 払 為 替 手 数 料 25,797
　　そ の 他 の 役 務 費 用 260,435
　そ の 他 業 務 費 用 895,833
　　国 債 等 債 券 売 却 損 824,551

国 債 等 債 券 償 還 損 38,843
　　そ の 他 の 業 務 費 用 32,439

�　　　　　　　　　　 �
�　　　　　　　　　　 �第108期
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科　　　　　　目 金　　　額（千円）
　経 費 2,101,194
　　人 件 費 1,423,908
　　物 件 費 648,497
　　税 金 28,787
　そ の 他 経 常 費 用 46,991

貸 出 金 償 却 3,128
株 式 等 売 却 損 29,584
そ の 他 資 産 償 却 0

　　そ の 他 の 経 常 費 用 14,278
経 常 利 益 246,926
特 別 利 益 ―
特 別 損 失 76,040

固 定 資 産 処 分 損 318
減 損 損 失 75,722

税 引 前 当 期 純 利 益 170,885
法人税、住民税及び事業税 1,176
法 人 税 等 合 計 1,176
当 期 純 利 益 169,709
繰 越 金（ 当 期 首 残 高 ） 100,927
当 期 未 処 分 剰 余 金 270,636
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剰余金処分計算書
� 令和７年４月１日から　
� 令和８年３月31日まで　
� 萩山口信用金庫

役　員
（令和８年３月31日現在）

科　　　　　目 金　　額（円）
当 期 未 処 分 剰 余 金 270,636,464

科　　　　　目 金　　額（円）
剰 余 金 処 分 額 206,295,225

　普 通 出 資 に 対 す る 配 当 金 （年２％） 6,295,225

特 別 積 立 金 200,000,000

繰 越 金（ 当 期 末 残 高 ） 64,341,239

※�監事  新谷卓也、松冨博之は、信用金庫法第32条
第５項に規定する員外監事です。

理 事 長 椙 山 一 生
専 務 理 事 野 村 尚 彦
常 務 理 事 嶋 戸 幸 啓
理 事 豊 田 　   宏
理 事 伊 坂 　   浩
理事相談役 小 田 村 　 　 哲
理 事 武 田 　   晋
理 事 藤 井 哲 男
監 事 鈴 川 知 二
監 事 新 谷 卓 也
監 事 松 冨 博 之

これを下記の通り処分します。

�　　　　　　　　　　 �
�　　　　　　　　　　 �第108期
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地域のみなさまと共に

山口市開業チャレンジ
応援補助金交付

（令和８年３月16日）

信用金庫の日
献血活動

（令和７年６月10日）

山口祇園祭 市民総踊り
（令和７年７月24日）

やまぐち未来の
しごとフェスタへの参加

（令和７年12月16～17日）

維新の里
萩城下町マラソン2025協賛

（令和７年12月14日）

山口県警察との連携強化
（令和７年５月12日）

職場体験学習への協力
（令和７年５月23～24日）

信用金庫の日
全店店周一斉清掃

（令和７年６月13日）
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〒753-0047　山口市道場門前一丁目5番1号
TEL（083）922-2712
〒753-0034　山口市下竪小路36番地1
TEL（083）922-4131
〒753-0056　山口市湯田温泉三丁目4番16号
TEL（083）922-0639
〒753-0221　山口市大内矢田北四丁目20番20号
TEL（083）927-2977
〒747-0044　防府市佐波二丁目5番2号
TEL（0835）23-5150
〒753-0831　山口市平井715番地12
TEL（083）923-6700
〒753-0021　山口市桜畠二丁目8番10号
TEL（083）925-7809
〒753-0814　山口市吉敷下東一丁目3番7号
TEL（083）923-6800
〒754-0043　山口市小郡明治一丁目2番1号
TEL（083）974-0070
〒758-0044　萩市大字唐樋町3番地3
TEL（0838）22-3111
〒759-3622　阿武郡阿武町奈古2311番地の13
TEL（08388）2-3028
〒759-4101　長門市東深川1383番地4
TEL（0837）22-0828
〒758-0011　萩市大字椿東2511番地3
TEL（0838）22-3113
〒758-0062　萩市大字橋本町74番地
TEL（0838）22-3141

ホームページURL : https://www.shinkin.co.jp/hagiyamaguchi/

店舗一覧
本店・中市支店

竪小路支店

湯田支店

大内支店・御堀支店

防府支店

平川支店

宮野支店

吉敷支店

小郡支店

萩支店
浜崎支店・新川支店
奈古支店

長門支店
仙崎支店・油谷支店
松本支店・越ケ浜支店

橋本支店

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

萩市大字土原420番地　
平日／8：45～18：00　土日・祝日／9：00～19：00
萩市大字江向510番地　
平日／9：00～19：00　土日・祝日／9：00～17：00
萩市大字山田字西沖田4757番地　
平日／9：00～19：00　土日・祝日／9：00～17：00
長門市仙崎322番地2　
平日／9：00～18：00　土日・祝日／9：00～17：00

店外ATM一覧
アトラス萩

萩市役所

玉江駅

フジ長門

■

■

■

■

令和8年6月30日現在


